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     A cell line， designated as OUR－10， was established frpm a human renal cell carcinoma． This

  cell line have been rnaintained for．moice than 28 months With a phssage of 1 week interval． Under

  inverted microscopy， confluent monolayer of the OUR－10 was composed mainly with polygonal epi－

  thelial cells with small round cells or dendritic cells and characterized by the abscence of contact inhi－

  b玉tion． With electron皿icrQscopy， di艶rentiated cell sur毎ce structure looking like microv皿i，． which

  ．Was a characteristic丘ne structure of the human renal cell carcinoma cells， were cbserved。 Karyo－

  logical analysis revealed hypodiploid modal chromosome numbers of 39 and 40． Marker chromosomes

  with obvious structural anomalies were not detected but non－random loss of three chromosomes in

  Group D and one in Group E were recognized． The doubling time was approximately 32 hours

  at the 50th generation． The cells could not form proliferating nodules in the back of the nude mice，

  even pretreated with cyclophosphamide or X－ray irradiation． But heterotransplantation into the
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cheek pouch of immunosuppressed hamsters formed tumors， which showed impressive similarity to

the original cancer on histology． To clarify the origin of the cell line， several enzymological studies

were performed and the r－GTP isozyme contained in the cell line was confirmed to be the same with

the novel isozyme detected in about a half of the renal carcinoma tissues． Genetic phenotype of ’ 狽?

G6PD was identified as B， and the HLA antigenic structure was A2， 11； B5， 40， which were clearly

different from the characters of HeLa cells．

は じ め に

 試験管内において安定した状態で増殖するヒト悪性

腫瘍細胞を得ることは，癌の細胞学的，生化学的，免

疫学的研究や，放射線，薬剤に対する感受性の検討，

あるいは分化の再誘導など，きわめて広汎かつ未開拓

な分野において研究を進めるにあたり，非常に重要な

ことと考えられる．著者は本報告第1報／）においてす

でに述べたように，過去数年，ヒと腎細胞癌の単層培

養を試みてきた．そして最近それらのうちの1例より

得た細胞が培養開始後28ヵ月以上を経過し，さらに順

調に増殖をつづけていることが確認され，またこの細

胞の由来も生化学的手段により同定されたと考えられ

るに至った．OUR－10と名付けられたこの細胞の性

質の一部についてはすでに報告2）し，本稿の内容には

それと重複する点があるが，過去の著者のおこなって

きt： 一一連のヒト腎細胞癌の基礎的研究の重要な一部を

なすものと思われるので，ここにOUR－10の性質に

つき詳細に報告したい．

       材料ならびに方法

1．由来組織

 培養に供され，OUR－10が樹立された腫瘍組織は

つぎのような症例より得られたものである．

症  例

 患者：32歳 女子

 家族歴：特記すべきことなし．

 既往歴：31歳，帯状萢疹

 主訴：左鎖骨上窩腫瘤．

 現病歴：1977年1月，左鎖骨上窩の腫瘤に気付き，

当院第1外科受診，ただちに腫瘤の生検がおこなわれ，

renal cell carcinoma， clear cell type組織診断が得ら

れ，同年3月の7日当科に紹介された．これらの期間

中発熱はなく，腹部腫瘤も自覚しなかったが，ときど

き，軽度の左腎部二二を感じていた．

 現症：体格中等度．栄養普通．貧血認めず．左鎖骨

上窩リンパ節，大豆大，硬，多発性に腫大，相互に癒

合傾向を認む．胸部異常なし．腹部，平抵，軟 左季

助部に軽度の圧痛，肝，脾，右腎は触知しないが，左

腎下極をやや硬くふれる．四肢，神経学的に異常なく，

浮腫も認められない．

 検査成績：血圧150／1021nmHg，体温36．7／（〕，脈拍

85／min整．赤沈1時間2mm．血液型0型， Rh（＋），

虚血；赤血球394×104／mm3， Hb 12。59／dl， Ht36．1％，

白血球5000／mm3，（St。6％， Seg．53％， Eosino，3％，

Baso．1％， Lympho．35％， Mono．5％），止血機能；出

血時間4分，血小板22．7 fmm3，線溶現象（一）， PTT

37秒，プロトロンビン時閻88％，フィブリノーゲン286

mg／dl．血液化学；Na l 38 mEq／L， K 3．9 mEq／L， C1

103mEq／L， Ca lO．2 mg／dl，無機リン3．4 mg／dl．

BUN l 8．1 mg／dl，クレアチニンO．7 mg／dl，尿酸4．7

m9／dl，グルコース85 m9／dl・肝機能；T．P，6．79／dl，

A／G 1．5， GOT 16．5 u， GPT 8．e u．， r－GTP 9．9u， 1．

L8，アルカリフォスファターゼ7．IK－Au，検尿；外

観黄色透明，pH 7．3， protein（一）， sugcr（一），沈渣

赤血球（十），白血球（一），結晶（一），円柱（一），細菌

（一）．

 胸部X線；異常なし．

 心電図；異常なし．

 IVP；右腎は正常であるが，左腎孟には圧迫による

変形が著明である（Fig・1）・

 腎血管造影；左扇田極より中央部にかけ腫瘤が認め

られる．腫瘤の内縁部では特に血管網が豊富であり，

pooling， puddlingなどの腫瘍性変化を示している

（Fig． 2－1， Fig． 2－2）．

 手術所見：上記の結果より左脚腫瘍と診断し，1977

年3月14日，GO－NLA麻酔のもとにtransabdominal

nephrectomyが施行された．腫瘤は腎周囲組織との

癒着は少なく，肉眼的に周辺への浸潤はみられなかっ

たが，腎茎部lc 2個口小児手二大に腫大したリンパ節

がみられ，左腎とともに摘出した．

 摘除標本：Fig・3に示すような重要650gの腫瘍で

あり，腎下極部のみがほぼ正常の外観をもって残存し

ていた．割面では腫瘤の中心部は赤色軟にて壊死状で

あるが周辺部は黄色を呈し，やや硬く，正常腎実質と

は明らかな腫瘍被膜により境されていた．なお同時に

摘除されたリンパ節の割面もFig・3に示されている

が，その性状は腎腫瘤のものと同一であった．

 病理学的所見：中等度の核異形性をもつclcar cell
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Fig．1． IVP 15分像．右腎には変化は認められないが

     左腎輪廓は拡大し，腎孟は延長し，圧迫

      による変形が著しい．
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Fig． 2－1．
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選択的腎血管造影，動脈相．左塗上極から

中央部にかけ，腫瘍性病変がみられる．
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Fig．2－2．選択的腎動脈造影，静脈相，pooling， puddling

    の所見は腫瘍周辺部で著明である．
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Fig．3・摘除標本割面．中心性壊死をみとめるが正常

    腎実質とは被膜により明らかに境されている．

    上半は同時に切除したリンパ節の割面を示す．
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Fig． tl－1． 原発巣病理組織所見．大部分clear ce11，一部granular 6ell

よりなる（H＆E，×200）．
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囁  k
原発巣病理組織所見．中等度の核異型性を示す（H＆E．×
400）．
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Fig・5・Primary culture，1週間目．敷石状配列をとり，一部fibroblastic

   cellの混入も認められる（倒立顕微鏡×100）．



翻
松田・ほか：ヒト腎細胞癌・OUR－10

働駕㌦ド斜

懸

螺蹴蟻
Fig．6－1・培養開始後14月日（55代）大部分上皮様細胞よりなり，一部に小さな丸い

    細胞や樹枝状の細胞も混在する（倒立位相差顕微鏡，×200）．

      Fig．6－2．培養開始後14ヵ月目（Giemsa染色×100）・

Fig．7．電子顕微鏡所見．やや偏在する核を有し．細胞内のミトコンドリア．小胞体の発

   育はよい．細胞膜の一部にmicrovmi類似した構造もみとめられる（×3500）・
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Fig．8．培養開始後12ヵ月目の染色体数の分布．染色

体数39～40にモードを有する

が小胞巣心あるいは腺管状に配列する腎細胞癌である

が，9ranular ce11の混在も認められる（Fjg．4一ユ，4－2）．

 術後経過：術後経過に異常なく，術後14日目より左

鎖骨上窩および大動脈周囲リンパ節に対し総量5000

radの放射線療法を施行した．さらIC rnedroxyProge－

sterone acetate（Proverao）100 mg／dayの経口投与を

約4ヵ月間施行，ついでOK－432による免疫療法や

ifosfamideによる化学療法も施行したが，術後1年4

ヵ月目，腫瘍の局所再発，肝，骨，肺転移により死亡

した．

2，培養方法

 原発巣よりただちに腫瘍組織約3gを切り出し，壊

死部や線維i性組織をのぞきつつ，Hanks’balanced salt

solutionにて充分洗潅後細切し，0。25％trypsin（in

phosphate buffered saline（Ca＋＋（一）），阪大微研製）

を約lOml加え，磁気擁絆器にて細胞分散をおこなっ

た．分散された細胞を1000rpm，10分の遠心により

集め，以下にのべる培養液にて数回洗瀞した．ついで

生細胞数，約1×106／mlの細胞浮遊液とし， TD 40培

養瓶（池本理科工業）に約10mlを移し，ただちに5

％炭酸ガス存在下に37QCにて静置培養を開始した．使

用した培養液はRPMI 1640に抗生物質（streptomycin

ユooyg／rn1， penicillin l oo u／ml）および20％非動化

fetal bovine serum （Microbiological Associates， Wal－

kersville， Md． USA）を加えたものを一貫して使用し

た．

3．形態学的観察

 単層状態に増殖する細胞を倒立（位相差）顕微鏡に

て観察，またはスライドグラス上に増殖させた細胞を

 ホルマリン固定後，Giemsa， hematoxylin－eosin， PAS，

 Sudan III染色にて観察した．電子顕微鏡的観察は，

 単層細胞を通常のグルタルアルデヒドおよびオスミウ

 ム酸の2重固定後，rubber policcmanにて細胞を集

 め，20009にて遠心，得られたcell pelletを細切，

 アルコール系列にて脱水後Epon包埋，超薄切片を酢

 酸ウランおよびクエン酸鉛にて後染色し観察した．

4，細胞増殖速度

  培養開姶後4カ月目に，TD IO試験管（池本理科

 工業）に1×lo5個／mlの細胞浮遊液を1ml加え，5。

 傾斜培養，培養液は週2回の交換をおこなって測定

 し・また12カ月目にはにpetri dish（Falcon 3001）に

 同様の細胞浮遊液を2ml加え，培養液は隔日に交換

 する条件で，毎日細胞数をカウントし，片対数グラフ

 上にプロット，細胞数倍加時間を算定した．

 5．染色体分析

  対数増殖期にある細胞をコルセミド（o．06μg／m1）と

 ともに約4時間培養後，0．25％trypsinにて細胞を単

 離，低張処理，固定（メタノール：酢酸＝3；1vol／vol）

 後，空気乾燥標本を作成，Giemsa染色をおこない，

 分裂中期の核型を約50枚写真撮影し，分析した．

 6．異種動物移植実験

  日本クレ．ア株式会社より得たBALB／c由来雄女一

 ドマウス背部皮下，およびKaufman and Lichtenauer

 の方法4）により免疫抑制をおこなった雌sylian golden

 hamsterのcheek pouchに1×107個の細胞をphos－

 phatc buffered saline lこ浮遊し接種した．

 7．生化学的検索

  7－1） glucose 6一 phosphate dehydrogenase （G6PD）

 OUR－10細胞ならびに，10％fetal bovinc se「um添

加Eagles minimum csscntial rnediumにて培養せる

 HeLa細胞（大日本製薬株式会社，組織培養センター

 より入手）のcell pelletを1mM EDTAおよびユmM

 β一mercaptoethanolを含む10 mM Tris－HCI buffer，

 pH 7・5とともにホモジナイズし，この130009，30分

 の遠心上清を7・5％ポリアクリルアミドディスク電

 気泳動にかけ，比較検討した．

  7－2） alkaline phosphatase （Al－p）

  腫瘍組織およびOUR－IO．細胞のホモジネートよ

 りMorton，法6）にてAl－Pを抽出し，これより30％

 ～70％アセトンにて沈澱する分画を得，これを20mM

 Tris－HCI buffer pH 7．gに対し1夜透析し，これを酵

 素標品とした。アイソザイムは荻田7）の方法により5

 ％薄層ポリアクリルアミドを支持体とする電気泳動に

 ょり分離し，活性帯の検出は基質としてα一naphthylic

 acid phosphateを用い， Fast blue BB saltにて発色
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Fig．10．ハムスター胃袋に移植後7日目の細胞像．原発巣病理所見と一
    部類似した所見を呈する（H＆E，×100）．
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Fig．11．腫瘍組織およびOUR－10細胞より抽出されるAl－P

    の薄層電気泳動像．1および2；肝型A1－P，原発巣組織

    Al－P，肝型わよびKasahara isozymcが認められる．

    3；OUR－10細胞のAl－P，大部分泳動原点にとどまる

    が弱い活性が雛型とKasahara isozymeの間にみとめ

    られる．4；OUR－10細胞をlmM dibutyryl cyclic

    AMP培養すると，大部分が3でみられる弱い活性帯
    に移行する．
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Fig．12．γ一GTPデイイク電気泳動像；1，正

    常腎；2，原発巣腫瘍組織；3，0UR－

    10細胞；4正常肝2および3の同
    一性はOUR－10の腎細胞癌由来を
    強く示唆する．
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せしめる方法によった．

 7－3 r－glutamyl transpeptidase （r－GTP）

 組織および培養細胞よりのγ一GTPの抽出およびポ

リアクリルアミドディスク電気泳動法については本報

告第3報にて詳述したとおりである8）．

 7－4） lactic dehydrogenase （LDH）

 由来組織ならびに培養細胞よりのLDH酵素標野は

G6PDと同様の方法により作成し，アイソザイムは

0・8％寒天ゲルを使用したLDH Isozyme－Test kit

（和光純薬工業）により分離し，おのおのの活性は

島津CS 210クロマトスキャナーにて，550nmにて

densitometryをおこない測定した．

8，HLA抗原
 Ficoll－Gonray法により分離した患者の末梢血リン

パ球，ならびに0．25％trypsinにて単離したOUR－IO

細胞についてTerasaki and MacClellandの方法9）に

よりHLA抗原の検索をおこなった．

        結     果

1．樹立経過および形態学的観察

 培養開始後71目にはFig．5に示すような散臼状，

あるいは敷石状に配列する上皮様単層細胞が得られ，

その増殖も良好であった．2週間目にはほぼfull sheet

の状態となり，一部ではすでにpiling upの傾向もみ

られた．3週問目に0・25％，trypsinにて細胞層を剥

離せしめ単離後，2つのTD40培養瓶に継代したと

ころ2日目ににはすでに大部分の細胞が底面に付着

し，4日目にはほぼ完全にmonolayerの状態となり，

増殖も良督であった．その後約1週間に1度の割合で

継代をつけたが，細胞の形態には特に著明な変化のな

いまま，また増殖も不良となることなく28ヵ月（llO

代）を経過し，株細胞と認められる状態に至ってい

る．Fig．6－1，6－2に14ヵ月．目の細胞形態を示したが，

大部分多角型，一部円型，紡錘型あるいは樹枝状の細胞

を混じる上皮様細胞であり，単核，明瞭な核小体を1つ

あるいはそれ以上有する．PAS染色にて陰性， Sudan

皿染色にて細胞質内に一部陽性穎粒を認めた．電子顕

微鏡的には細胞膜質内にミトコンドリアおよび粗面小

胞体が比較的多くみられ，また電子密度の高い頬粒が

散見される．細胞膜の一部門はmicrOvilliに類似した

構造は認められるが，dcsmosomeによる．組帯間接合

はみられなかった（Fig．7）．

2． 細胞数倍加時間

 4ヵ月目時点では68時間，12ヵ月目の測定では32時

間と測定された．

3．染色体分析

 培養開始後12ヵ月目の染色体数の分布をHg．8に
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示すが，染色体数39～40にモードを有していた．核

型分析をおこなうと，この低2倍体性細胞の特長は，

Fig．9－1，9－2にも示すとおり， D群3個， E群1個

のnon－rondom lossと考えられた（他の染色体の変

化はrondomなもので，共通する所見ではない）．20

ヵ月目におこなった分析でもほぼ同様の結果を得た

が，染色体数39～40を有する細胞の割合がやや減少

し，2～3倍体付近の染色体数を有する細胞がやや増

加する傾向を示した．

4，異種移植

 OUR－10をnude mouseに移植すると移植後7～

14日閤は腫瘤はやや増大の傾向を示すが，以後自然

に退縮をはじめ3～4週目完全に消失する．この経過は

nude mouseにcycloPhosPha・nideの前投与や大量の

X線照射をおこなっても同様であった．ハムスターの

cheek pouchには移植後約1週目で旧約8mmの腫瘤

を形成する．組織所見はFig． IOのように一部由来腫

瘍組織に類似する印象を与えるが中心性壊死を示し，

この腫瘤も移植特約3週間で退縮した，

5．生化学的性質

 5－1） G6PD

 OUR－10のもつG6PDはHeLa細胞のもつA型
酵素10）よりも，ポリアクリルアミドディスク電気泳動

にて陰極寄りに泳動きれ，B型と判定された．

 5－2） Al－p

 Fig． l lに結果を示したが，由来組織のAI－Pは肝

型およびKasahara isozymeを有していた1D．しか

しOUR－10細胞からは大部分が泳動原点にとどま

る高分子Al－pが抽出され，これとは別に，肝型と

Kasahara isozymeの中間にきわめて弱い活性帯がみ

られた，試みにOUR－10をlmM， dibutyryl cyclic

AMPとともに培養したところ高分子Al－Pは減少

し，大部分がこの三型とKasahara isozymeの上間に

泳動される酵素として抽出されるように変化した，

 5－3） r－GTP

 腎細胞癌組織内には正常腎，胎児腎，正常肝の7－GTP

とは電気泳動易動度のことなる特異なisozymeがみ

られる場合のあることは本報告第3報8）にて詳述した

が，由来組織ならびにOUR－10細胞のいずれからも

この腎細胞癌にともなうγ一GTP isozymeが検出され

t 一（Fig．，2）．

 5－4） LDH

 LDH isozymeのパターンは， LDH 1－LDH 5の順

に，由来組織では20．0，24．0，24・5，21．1，10・3％であ

り，OUR二10細胞では24．0，28・3，25．7，15．8，6．1％

と比較的類似したパターンを示した．同時に検討した
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ヒト正常腎皮質では40．7，33．6，17．46．6，1．7％，HeLa

細胞では6．6，25．0，32．5，29・9，6．0とそれぞれOUR．一

10の細胞とはことなったパタ；ンを呈した．

6． HLA抗原
 症例の末梢血リンパ球HLA抗原はA2，11；B5，

40，でありOUR－IO細胞も同じ抗原構造を示した．

考 察

 1952年Geyによりヒト子宮頸癌細胞がHeLa細胞

として樹立されて以来，今日までヒト癌細胞の長期培

養は多数の研究者により試みられてきた．そして1975

年版でAmerican T五ssue Type Culturc Collection

に登録されているヒト由来癌細胞株は63種にも達して

おり，またこの他にも登録されないままに各種の研究

に供されているヒト癌細胞株の数は少なくともこの

数倍に達するであろう．しかしながら第1報でも述べ

たようにヒト腎細胞癌の長期培養にはいまだ成功例が

少なく，1979年9月現在，著者の知る範囲内では，本

邦ではKU－2，12）NRC－12i3）および耳GEp－1i4）の3

種にすぎず，また本邦以外において樹立された細胞株

もいくつかあるが15～21），比較的その性質につきよく検

討されているものは最近Hoehn and Schroeder22）｝こ

より報告されたNC 65だけといっても過言ではな

い．

 さて日本組織培養学会の規準23）によれば，細胞株

は，1年以上および50代以上継代した細胞と規定され

ている．著者の樹立したOUR－10は明らかにこの規

準を満しており，またHayfiick効果としてよく知ら

されているように24），正常細胞は12ヵ月以上の長期培

養は不可能であるとの報告を事実として認めるなら

ば，すでに無限の長期に継代が可能な状態にあると考

えられる．しかしこのような株細胞を得て，つぎの大

きな問題はその細胞の由来の同定であるが，また最も

困難な点でもある．大星25）によればそめ方法として①

マーカーによる同定，②培養料料による同定，③異種

移植による同定，④経験的除外の4つが挙げられてい

るが，以下OUR－10につきこの4点を順を追って考

察してみたい．

1．マーカーによる同定

 ① 形  態

 三門胞癌は腎近位尿細管より発生する腫瘍と考えら

れているが，腎近位尿細管の特長的な構造は管腔に面

．した細胞膜にみられるmicrovilliと細胞内小器管の配

置の極監であり，このような特長の一部は腎細胞癌に

おいても認められるとされている26）．OUR－10には後

者の特長はみられないが，．細胞膜の一部にはmicrOv田i

が観察され，上皮性細胞由来を示唆している．KU－2，

NRC一至2はそれぞれこのような微細胞構造をその由来

の同定の1つの根拠としている．

 ②．代謝，生化学的特性

 腎細胞癌のもつ代謝，生化学的特性はいくつか考え

られるが，たとえば黒色腫における．メラニン産生や，

絨毛上皮腫における．HCG産生のようなきわだった性

質はまずないといって差しつかえないであろう．腎細

胞癌の一部の例ではエリスロポエチン，レ．ニン，パラ

トホルモンなどの産生が認められる場合があるが，き

わめて例外的なものであり，また臨床的にテストステ

ロンやプロゲステロンに対し感受性を示す腎細胞癌の

あることも知られてはいるが決して多いものではな

く，このような特性から細胞の由来を同定することは

容易ではない．KU－2，およびHGEp－1はエリスロポ

エチン産生能を有することから腎細胞癌と同定されて

いるがきわめて幸運，かつ特異的な例であろう．

 このため著者は培養に供された組織を含め，経験し

た多数例のヒト腎細胞癌組織の生化学的な特性を，

Al－Pとγ一GPTをマーカーとして検討を試みた． こ

れらの詳細はすでに第2報11）および第3報8）において

詳述した通りである．

 OUR－10細胞に関するこの2つのマーカーの検索

結果は，Al－pに関しては培養にともない母組織とは

異なったisOzymeへの転換がみられたにもかかわら

ず，γ一GTPは著者の見出した腎細胞癌に“特異”（こ

の酵素の分布の特異性については今後さらに検討する

必要はある）なγ一GTPを保持していることを確認で

きた．このことはOUR－10の腎細胞癌由来を同定す

る1つの根拠であると考えてい．る，なおLDH isozyme

pattemは正常腎組織とは異なり，また由来組織｝こ類

似したpatternを呈してはいるが，本来この酵素の

patternは同一細胞においても培養条件をかえると変

動することが知られており27），細胞の由来の同定の根

拠とはなしえないも．のと思われる．

 ③ 染色体

 過去に腎細胞癌に共通するマーカー染色体は知られ

ていないので比較検討の方法はなく，省略する．

 ④ 免疫学的同定

 発生母組織が共通であれば，ほぼ共通する腫瘍特異

抗原が存在することはすでによく知られている．逆に

この事実を利用し，ある1つの癌細胞を標的とし，多

数例の同一癌症例のリンパ球や血清を使用し，その殺

細胞能を検討することから，その標的細胞の由来を同

定することが可能であろう．OUR－10については現

在この性質は検討中の課題であり，いずれ稿を改めて
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報告したい．

2．培養材料による同定

 OUR－10は腎細胞癌原発巣組織を使用し培養が開

始された細胞であり，Sauthamの基準によればこれ

を癌細胞として認めることはできない25）．それは正常

腎を構成する上皮性細胞の混入，増殖を否定しえない

点にある．しかしOUR－10の母組織はFig．3にも示

したように肉眼的には正常腎実質とは明らかな境界を

有しており，また組織学的にみても正常腎実質内に播

種状に増殖するタイプではなく，正常腎実質部を圧迫

しつつ増殖する腫蕩である．培養に供した組織内に正

常尿細管細胞がたとえユつでも存在した可能性を著者

は決して否定することはできないが，上にのべた病理

学的所見と樹立経過からみてOUR－10は腎細胞癌に

由来した細胞であると考えている．なおヒト正常腎皮

質組織を培養に供した場合にみられる一ヒ皮様細胞には

前述した腎細胞癌にともなうγ一GPT isozymeは見ら

れない（未発表），

3．異種移植による同定

 現在最も異種移植の成功率が高いとされるヌードマ

ウスにはOUR－10は移植不能であったが， hamster

cheek pouchには短期間の間にtumorを形成し，組

織学的に由来する組織と類似の所見を得た．

（4）経験的除外

 培養細胞の形態のみからはOUR－10の腎細胞癌由

来を同定することは不可能である．、．しかしOUR－10

は少なくとも大部分が腫瘍細胞である細胞浮遊液より

培養が開始されており，またきわめて短時日ののちに

は活発に増殖する単層細胞となっている．きらにその

形態は培養経過とともに細胞のやや大型化，より上皮

様細胞化がわずかに認められるが，著明な変化もな

く，また細胞層の一部からの急激な増殖により得られ

た細胞でもない．またfull sheetの状態では癌細胞

の形態の1つの特長とされるpiling upの傾向も認め

られる．以上のような点からもOUR－10はヒト腎細

胞癌細胞そのものが増殖してきた細胞であると考えら

れる。

 以上のべてきたようにOUR－10のヒト腎細胞癌由

来は形態学的，生化学的に明らかにされたものと考え

ているが，最近株細胞で問題となっているHeLa細胞

の混交の可能性についき簡単にのべてみたい28・29）．

HeLa細胞の特長は， G6PDのphenotypeがA型
であること10），Ai・・Pが胎盤性Al－Pを含め，非常に

多様なアイソザイム．e有すること30），およびHLA抗

原A3，28；BW 35，一，をもっことであるが31），

OUR－10はこのいずれの点からみてHeLaも細胞の
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混交は否定しうるものである．LDH isozy皿e pattcrn

も異なっている．

 最後に，ある1人の症例より癌細胞株を得，さらに

それを研究に供することは確かに非常に有益な情報を

もたらす可能性が高く，OUR－10もすでにこのよう

な研究に利用されはじめている32’“33）．しかしこのよう

な成績は，たとえ発生母組織が同一であったりしても

他の症例にまで一般化することは非常に危険でもあ

る．ところが反面，たとえばただ2つの膀胱癌細胞

T－24とMANOを使用することにより，ヒト膀胱癌．

症例の腫瘍免疫反応が詳細に把握されつつあることも

事実である34）．このようなことを考慮すると同じ種類

の腫瘍より多数の株細胞を作成し，それぞれについて

の知識を集積してゆくことが今後研究，きらにはヒト

腎細胞癌の治療成績向上のためにはどうしても必要な

ものと思われるが，OUR－10はその由来が明確なこ

とより，その研究の一部を担うに適した細胞株である

と思われる．

結 語

 32歳女子の腎細胞癌組織よりOUR－10細胞株を樹

立，この細胞の形態学的，生化学的検討よりヒト腎細

胞癌由来を明らかとし，報告した．

 本研究の一部は文部省科学研究費（Na137054）の補助を受

けたものである．

 染色体分析につき種々御教示下さった京都府立医科大学，

阿部達生博士，およびヌードマウス移植実験につき親切に御

協力下さった京都大学，岡田謙一郎博tに感謝いたします，
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